
１　地域医療構想の実現に向けた取組の方向性

２　圏域内における医療機能及び他圏域との連携等の必要性

（岩見沢市）医療法人社団祥和会いわみざわ神経内科・内科CLINIC、心と体
の小児科ふじねクリニック、岩見沢市立総合病院、医療法人社団北陽会牧病
院、（美唄市）医療法人心和会心療内科あおぞらクリニック、（長沼町）町立長
沼病院

急性期医療を受けた後の患者の
受け皿となる医療機能（回復期病
床）の確保に向けた取組

現状・課題
回復期病床が不足することが見込まれ、病床機能の転換などにより回復期病床を確保するための
検討が必要です。

目指す姿
病床機能ごとの必要病床を整備し、医療機関相互の連携を図ることにより、切れ目なく円滑に患者
の状態に応じた医療の提供を目指します。

地域（市町村）における高齢者の
住まいの確保等に向けた取組

現状・課題
慢性期の患者の一部を在宅等で対応していくためには、サービス付き高齢者住宅や各種介護保険
施設など、自宅以外のその他の住まいを増やすことが必要となり、病院と自宅以外の住まいの確保
について支援していく必要があります。

目指す姿
高齢者が住み慣れた地域で、その有する能力に応じた自立した生活をおくることができるよう、体制
整備を目指します。

限られた医療資源（病床や医療
従事者等）を有効に活用するた
めの医療機関の再編統合等に向
けた取組

現状・課題
病院・診療所・介護事業所等との多職種連携について、一部地域で基金を活用した「患者情報共有
ネットワーク」の構築が進められています。

目指す姿
病病連携や病診連携、また、介護事業所等を含めた多職種連携について、ＩＣＴを活用したネット
ワークの構築を目指します。

高齢化の進行に伴い、住み慣れ
た地域や自宅での生活を支える
ため、その受け皿となる在宅医療
等の確保に向けた取組

現状・課題
今後、在宅医療を必要とする患者が増加することが見込まれ、医療・介護に携わる人材の確保を含
め、在宅医療等の確保充実に向けた取組みについて検討が必要です。

目指す姿
多職種による連携を進め、高齢者が医療機関以外の住み慣れた地域で療養生活をおくることがで
きるよう、体制整備を目指します。

地域医療構想推進シート

令和 7 年度 区域名 南空知

医療機関の機能（診療科）や体
制（救急医療体制等）が一部重
複していることによる役割分担等
に向けた取組

現状・課題
医療機能の役割分担に向けた取組みが進み始めたが、引き続き、各自治体・医療機関等が、救急
搬送、通院アクセスの確保、在宅医療の充実を含め検討を行う必要があります。なお、夜間の救急
医療体制は、限られた資源の中でぎりぎりの体制で維持されています。

目指す姿
医療機関の役割分担を進め、また、これらが有効に機能することにより、良質な医療を効率的に提
供する体制を目指します。

区　　　　　　　　　　　　　分 指 定 医 療 機 関 等 の 名 称 連携・協議が必要な圏域名
（自圏域での対応が困難な疾病等）

が　ん

心筋梗塞等の心血管疾患

【北海道がん診療連携指定病院】岩見沢市立総合病院
【地域がん診療病院】独立行政法人労働者健康安全機構北海道中央労災病
院　令和７年４月以降指定辞退

（岩見沢市）岩見沢市立総合病院、独立行政法人労働者健康安全機構北海道
中央労災病院

５
疾
病

糖尿病

脳卒中 【急性期】

【回復期】

（岩見沢市）岩見沢市立総合病院、医療法人萌佑会岩見沢脳神経外科

（岩見沢市）医療法人北翔会岩見沢北翔会病院、
（美唄市）市立美唄病院、
（由仁町）国民健康保険由仁町立診療所

（岩見沢市）岩見沢市立総合病院、竹内眼科、岩見沢かとう眼科、大川眼科、
ほさか眼科、（長沼町）長沼たけもり眼科、（栗山町）栗山さいとう眼科

（夕張市）医療法人社団中條医院、医療法人友綾会南清水沢診療所
（岩見沢市）医療法人社団辰睦会石川内科・循環器科クリニック、独立行政法
人労働者健康安全機構北海道中央労災病院、医療法人社団石塚内科医院、
医療法人社団森川内科クリニック、岩見沢市立総合病院、医療法人社団健伸
会栗沢町美流渡診療所、医療法人社団竹内内科循環器科、医療法人社団腎
友会岩見沢クリニック、海老原医院、医療法人社団明日佳岩見沢明日佳病
院、医療法人社団久佑会得地内科医院、岩見沢市立栗沢病院、医療法人社
団エリヤ会北５条医院、医療法人おなかのクリニック
（美唄市）医療法人社団慶北会花田病院、医療法人社団 雄美会なかむら内
科・消化器内科クリニック、医療法人社団井門内科医院、市立美唄病院、独立
行政法人労働者健康安全機構北海道せき損センター
（三笠市）市立三笠総合病院
（南幌町）国民健康保険町立南幌病院、医療法人やわらぎみどり野医院
（由仁町）医療法人社団牧野内科医院、国民健康保険由仁町立診療所
（長沼町）医療法人社団緑稜会みどりクリニック長沼、町立長沼病院
（栗山町）栗山赤十字病院
（月形町）国民健康保険月形町立病院

精神科医療

【眼科】
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３　将来的に不足することが見込まれる医療機能の確保対策等

（１）病床の現況及び2025年の見込み［医療機能別］ ※医療機関別の結果は別紙参照

（２－①）不足することが見込まれる医療機能の把握等

区　　　　　　　　　　　　　分 指 定 医 療 機 関 等 の 名 称

６
事
業

休棟等
(コロナ）※

在宅医療

必要病床数
(2025（R7）年推計)

高度急性期 急性期 回復期 慢性期

【小児科・小児外
科標ぼう】

【産科・産婦人科
標ぼう】

へき地医療

連携・協議が必要な圏域名
（自圏域での対応が困難な疾病等）

在
宅

（夕張市）夕張市立診療所、（岩見沢市）独立行政法人労働者健康安全機構北
海道中央労災病院、こじま内科クリニック、ささえるクリニック岩見沢、医療法
人社団すずかけ会松藤医院、医療法人エリヤ会北５条医院、医療法人社団健
伸会東町ファミリークリニック、医療法人社団健伸会栗沢町美流渡診療所、石
川内科・循環器科クリニック、田中クリニック、海老原医院、すこやかクリニック
上幌向、はくま内科・呼吸器内科クリニック、（三笠市）みかさホームケアクリ
ニック、（美唄市）市立美唄病院、（南幌町）国民健康保険町立南幌病院、（由
仁町）国民健康保険由仁町立診療所、（長沼町）医療法人社団緑稜会みどりク
リニック長沼、くら内科内視鏡クリニック

（岩見沢市）山本歯科医院、ハタテ歯科医院、医療法人柏葉会三嶋歯科医院
栗沢院、医療法人柏葉会三嶋歯科医院７条院、医療法人鍵谷歯科医院、鳩が
丘歯科クリニック、ひさつね歯科、医療法人社団学歯会九津見歯科医院、医療
法人社団仁悠会へんみデンタルクリニック、（美唄市）吉村歯科医院、（三笠
市）中塚歯科医院、牛丸歯科医院、（南幌町）加藤歯科、南幌中央歯科、いし
い歯科、（長沼町）土岐歯科医院、（栗山町）医療法人社団永山歯科医院

合　計

98床 474床 708床 645床 1,925床

そ
の
他

地方センター病院 －

地域センター病院 岩見沢市立総合病院

地域医療支援病院

【在宅療養支援
病院・診療所】

【在宅療養支援
歯科診療所】

－

特定機能病院 －

不足することが
見込まれる医療機能

病床機能報告以外に、将来的に不足する医療機能（患者数）を把握する方法等

回復期病床 調整会議のほか、各種会議等において詳細な情報共有を行うことにより把握することとします。

▲ 125床必要病床数-2025 ▲ 98床 584床 ▲ 491床 ▲ 131床

参

考

病床機能報告
・

意向調査

（許可病床）

▲ 404床 ▲ 477床

2025 0床 1,058床 217床

514床

918床

H28年比 0床

R7.7.1 0床

H28.7.1 0床 141床

11床

19床

90床

11床514床 1,800床

▲ 189床 45床

2,350床

1,083床 186床

区域内の現況、取組の方向性等

将来的に「急性期」が過剰
となり、「高度急性期」・「回
復期」の不足が見込まれ、
「慢性期」はほぼ必要数と
なる見込みです。

71床

休棟等
（コロナ以外）※

0床 1,873床

1,272床

※新型コロナウイルス感染症対応による休棟と、それ以外の理由による休棟を分類。

※新型コロナウイルス感染症対応のための臨時病床等の増床分は除く。

小児医療（小児救急医療）

救急医療（二次救急医療機関）

災害医療 【地域災害拠点病院・DMAT】岩見沢市立総合病院

周産期医療

（夕張市）夕張市立診療所、（岩見沢市）独立行政法人労働者健康安全機構北
海道中央労災病院、医療法人萌佑会岩見沢脳神経外科、岩見沢市立総合病
院、医療法人北翔会岩見沢北翔会病院、岩見沢市立栗沢病院、（美唄市）市
立美唄病院、（三笠市）市立三笠総合病院、（南幌町）国民健康保険町立南幌
病院、（由仁町）国民健康保険由仁町立診療所、（長沼町）町立長沼病院、（栗
山町）栗山赤十字病院、（月形町）国民健康保険月形町立病院

【へき地医療拠点病院】岩見沢市立総合病院
【へき地診療所】（夕張市）夕張市立診療所

【小児救急医療支援事業】岩見沢市立総合病院、市立美唄病院
【小児地域支援病院】岩見沢市立総合病院

【地域周産期母子医療センター】岩見沢市立総合病院

（岩見沢市）岩見沢市立総合病院、医療法人社団岩見沢レディースクリニック、
（美唄市）市立美唄病院、（長沼町）町立長沼病院

（夕張市）夕張市立診療所、医療法人社団中條医院、（岩見沢市）岩見沢市立
総合病院、医療法人社団中央医院、医療法人社団エリヤ会北５条医院、医療
法人社団優祥会大川内科医院、医療法人社団あくつこどもクリニック、医療法
人社団さとうキッズクリニック、ほろむいクリニック、出口小児科医院、医療法人
社団竹内医院、心と体の小児科ふじねクリニック、岩見沢市夜間急病セン
ター、（美唄市）市立美唄病院、医療法人社団宏仁会しろした内科・小児科クリ
ニック、（三笠市）市立三笠総合病院、（南幌町）国民健康保険町立南幌病院、
医療法人やわらぎみどり野医院、（由仁町）医療法人社団牧野内科医院、（長
沼町）町立長沼病院、（栗山町）にしみこどもクリニック

新感染症発生・まん延時における医療 【第二種感染症指定医療機関】岩見沢市立総合病院
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（２－②）不足することが見込まれる医療機能の確保対策（令和７年度以降の計画も含む）

№

床 → 床

床 → 床

床 → 床

床 → 床

床 → 床

床

床

床

床

床

床

床

床

床 → 床

床 → 床

床 → 床

（２－③）不足することが見込まれる医療機能の確保に向けた取組目標及びスケジュール

（３－①）医療機関の再編統合等に向けた動き

（３－②）ＩＣＴを活用した地域医療情報連携ネットワークの整備状況（令和７年度以降の計画も含む）

№

1

2

20

建替により88床から65床に整備

回復期 14 回復期 20

慢性期 43 慢性期 25

基金の活用 調整会議での説明

有 R6.3.28　説明済

4 市立三笠総合病院 R10

3

0

R６ R７

回復期

病床機能報告制度の趣旨、病床機能選択
基準の周知徹底

医療機能

0

急性期 31 急性期

1 市立美唄病院 R6

急性期 42 急性期 28

岩見沢市立総合病院と独
立行政法人労働者健康安
全機構北海道中央労災病
院の統合

R10

0

59

基金の活用 調整会議での説明

有 R4.9.2　説明済

365
310 床

40 床

20 床慢性期

回復期

建替により98床から75床に整備、令和６年５月開院

回復期 11 回復期 15

慢性期 45 慢性期 32

基金の活用 調整会議での説明

無 R3.1.28 説明済

医療機関名 予定時期 病床機能転換の内容 整　備　等　の　概　要

2 栗山赤十字病院 R7

急性期 56 急性期

慢性期 80 慢性期

急性期医療機関を中心とした協議

取　組　目　標
スケジュール

H29 H30 R1 R２ R３ R４ R５

不足する医療需要の実数把握についての
協議

A市内診療所、関係機関との患者情報の共有 南空知　X診療所、介護事業所

南空知　Y診療所、保健・介護事業所

再編統合等について意向のある医療機
関

他圏域における先駆的事例の紹介、基金事業の周知
など

地域医療構想調整会議における協議

ネットワークの名称 整備年度 基金の活用 概　　　　　要

病院、診療所との役割分担・連携 R4
再編統合等について意向のある医療機
関

再編統合等についての意向確認、他圏域における先
駆的事例の紹介、基金事業の周知など

区　　　　　　　　　　分 開始時期（予定）

登録団体・施設等

構成医療機関 主な目的

H30 有

建替により136床から103床に整備
基金の活用 調整会議での説明

有

高度急性期

0
→ 高度急性期 18 床

建替により564床（365床+199床）から388床に整備

R6.7　新病院の施設規模見直し等 （中間報告）
        372床（高急18、急230、回38、慢20、精神62、感染症4）
　　　 経営統合時期を2026年４月目途
R7.1  新病院の施設規模見直し（最終報告）
        358床（高急18、急230、回38、慢20、精神48、感染症4）
　　 　 開院時期を2028年春から秋に変更

164

35

0

→ 急性期

R5.3.28　説明済

44

急性期

上段：岩見沢市立総合病院
下段：独立行政法人労働者健康安全機構北海道中央労災病院

回復期

慢性期

→

→

地域医療連携推進法人 R4

南空知バイタルリンク R2 無
B医師会と関係町の保健・介護事業所間の患者情
報の共有
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（３－③）医療機関の再編統合等の取組目標及びスケジュール

（４）非稼働病床への対応 

４　在宅医療等の確保対策

（１）在宅医療等の必要量

　新たなサービス必要量（b）

　計 （a+b）

（２）訪問診療を実施している医療機関数

※厚生労働省ＮＤＢ（ナショナルデータベース）等

（３）在宅医療等の確保対策のスケジュール

R３ 65 床 46床
非稼働病床を有する各医療機関に対し、適正化に
向けた検討を依頼

※非稼働の主な内容（地域医療構想を踏まえた病床の削減
の検討中、民間医療機関の動向確認、新型コロナウイルス
のため稼働見合わせ）

1,458 人 1,562 人

103 人 179 人

2,953 人

1,228 人

R５ 30 床 ▲ 63床

（
地
域
医
療
構
想

）

在 宅 医 療 等

訪
問
診
療

　地域医療構想掲載ベース（a）

1,331 人

16.7

H29 H30

16.4

在宅医療支援医療機関の実態把握（患者数等）

13.4

在宅医療グループ診療運営への支援（基金事業）の周知・検
討・協議

R４ 93 床 28床
非稼働病床を有する各医療機関に対し、適正化に
向けた検討を依頼

※非稼働の主な内容（地域医療構想を踏まえた病床の削減
の検討中、民間医療機関の動向確認、新型コロナウイルス
のため稼働見合わせ）

2019年
（R１）

2020年
（R２）

2021年
（R３）

2022年
（R４）

2023年
（R５）

2024年
（R６）

2025年
（R７）

1,279 人 1,313 人

249 人

スケジュール

R３ R４ R５ R６

先駆的取組の紹介、基金事業の周知

R２

取　組　内　容

H29 H30 R７R1

R６ 75 床

▲ 65床
非稼働病床を有する各医療機関に対し、適正化に
向けた検討を依頼

※非稼働の主な内容（地域医療構想を踏まえた病床の削減
の検討中、民間医療機関の動向確認、新型コロナウイルス
のため稼働見合わせ）

25施　　設　　数 26 22 25 29 22

非稼働病床を有する各医療機関に対し、適正化に
向けた検討を依頼

※非稼働の主な内容（地域医療構想を踏まえた病床の削減
の検討中、病棟の効率的な運用及び看護職員確保が困難な
ため休棟）

区　　　　　　　　　　　　　分
2018年
（H30）

医
療
計
画

※非稼働の主な内容（その他医療職の不足、廃止予定期日
未定、稼働予定あり、コロナウイルス感染防止のため休棟、

入院患者数の減床2、医師不足）

区　　　　　　分
H30

(H28数値）
R１

(H29数値)
R２

(H30数値)
R４

(R２数値)
R５

(R３数値)
R６

(R４数値)
R７

(R５数値）

R４

15床 非稼働病床を有する各医療機関の情報共有
※非稼働の主な内容（慢性的な看護職員不足、入院患者数
の減少、コロナウイルス感染防止のため休棟、病床の廃止予
定・期日未定）

R1 R２ R３ R５ R６ R７
確　　保　　対　　策

スケジュール

231 床 23床

医療機関の再編統合等に向けた協議

年　次

H29

H30 90 床 ▲ 141床

R1 25 床

人口10万対 15.5

45床 非稼働病床を有する各医療機関の情報共有

15.5 16.7 14.2

R２

R７ 90 床

16.3

19 床 ▲ 6床
非稼働病床を有する各医療機関に対し、適正化に
向けた検討を依頼

25 24

208 床

非稼働病床を有する各医療機関に対し、適正化に
向けた検討を依頼

病床機能報告制度 圏域における対応

非稼働病床数 前年比 検　討　内　容

緩和ケアに関する地域の取組調査・研修

R３
(R１数値)

取　組　目　標

H28
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５　地域（市町村）における取組

（１）医療と介護が連携した地域包括ケアシステムの構築に向けた基本的な考え方　

岩見沢市

・在宅医療・介護連携推進事業の実施を通じて、医療・介護関係者による多職種連携に関する研修会や検討会の開催等、在宅医療・介
護サービスの提供体制の構築を推進した。
・また、在宅医療・介護連携支援センターを委託し、相談支援等についての窓口の設置や医療及び介護のガイドブックを作成し、ホーム
ページに掲載することで関係者及び市民の方への啓蒙活動を実施した。

美唄市

・令和4年4月1日施行の美唄市地域包括ケア条例に基づき、基本施策である在宅医療・介護を切れ目なく提供するための施策、認知症
への理解を深め、認知症の人と家族を支える施策、要介護状態を予防するための施策、地域住民の主体性を生かした生活支援体制を
整備する施策、社会的孤立を防止するための施策を総合的に実施するため美唄市地域包括ケア連携推進会議を設置し、地域包括ケア
の深化・推進に努めています。
・令和7年度については、地域包括ケア連携推進会議の中で、セルフネグレストケースについて、医療と介護、地域との連携支援の振り返
りの事例検討を行いました。また、認知症サポーター養成講座を小学校、高校で行ったほか、認知症本人大使である丹野智文さんがに小
学校、高校でご講演いただきました。その他、市民、専門職が協力し、地域に支え合いの輪を広げるため、支え合いフォーラムを開催しま
した。美唄市地域包括ケア漫画の第4話は、「孤独・孤立と向き合う佐々木修さんの場合」をテーマに、セルフネグレクトの主人公が、病院
の職員や後見人からの支援で自分を大切にした生活を送ることができるようになるストーリーを作成しました。
・市立美唄病院において、看護の日にシルバー人材センターと協力してACPをテーマの医師による講演会を開催し。講演後はシルバー人
材センターのボランティアが喫茶コーナーを設け、学び、つくろげる場の提供を行いました。

三笠市

栗山町

・人口減少に伴い、医療・介護ニーズを有する高齢者の増加が見込まれる中、地域包括ケアシステムの構築の一環として、高齢者が要介
護状態となっても、住み慣れた地域で自分らしい生活を継続できるよう、医療機関と介護機関が連携しながら仕組みを構築していく。

【具体的な取組】
・医療・介護マップの作成
・相談窓口の周知
・連携シートの活用
・空知バイタルリンクの活用
・南空知保健医療福祉圏域連携推進会議、南空知定住自立圏医療担当者部会参加による情報共有
・他の地域支援事業（認知症総合支援事業、生活支援体制整備事業、介護予防・日常生活支援総合事業）との連携と一体的運用
・高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画との整合性を図り連携する

・医療と介護が必要とする高齢者が住み慣れた地域で暮らし続ける事が出来るよう、各関係機関における多職種協働による連携に努め、
在宅医療と介護サービスの提供体制の構築を図る。
・また、切れ目のない在宅医療と介護の提供体制を推進することを目的に各種研修会や会議体を活用し、現状分析や課題の抽出に努め
るとともに、在宅及び施設での看取りへの支援体制の強化を図る。

南幌町

由仁町

・由仁町立診療所内医療福祉相談センターと地域包括支援センターが連携した相談支援を行い、在宅医療の推進に向け切れ目のないケ
アの提供体制の構築を図る。地域の医療介護関係者が連携し、住民に向けた講演会等を行い、在宅医療の普及啓発を図る。
・在宅医療と介護の相談窓口（空知南部医師会）を受託し、広域での在宅医療介護の相談に対応し、地域包括ケアシステムの推進を図
る。
・多職種連携情報共有システム（南空知バイタルリンク）の運用を進め、広域での多職種連携、個別事例の情報共有の効率化を図る。ま
た、関係職種の在宅ケアの資質向上を目指した多職種連携学習会を実施する。

長沼町
・高齢者に切れ目なく適切なサービスを一体的に提供できるよう、医療機関、地域包括支援センター、介護保険事業者等の専門職種（介
護支援専門員等）間の連携を図るため、在宅医療・介護連携会議を開催し、講義や実演などの研修、情報共有等を行っている。
・近隣町との広域的なネットワーク構築も推進する。医療介護連携講演会への参加等。

月形町
・医療職及び町内福祉施設事業所の職員を対象とした研修会、勉強会を開催し、医療職・介護職の交流と相互理解を深め、連携の強化
を図る。また、町立病院や薬局、在宅介護関係者が連携・協力して在宅療養者を支援を推進するほか、在宅医療や在宅看取りへの取り
組みへつなげていく。

・地域包括ケアシステムの構築及び地域医療構想の推進を図るため、在宅医療・介護連携推進事業を通じて、市医師会や保健所及び関
係機関と連携を図る。情報共有ツールとして連携手帳の作成や多職種合同の研修などを実施し、地域ケア情報交換会、講演会などを実
施し、在宅医療・介護サービスを一体的に提供する体制構築を推進する。

・医療と介護の両方を必要とする状態の高齢者に、在宅における医療・介護のサービスをいかに円滑に接続し、提供するかが重要な課題
となっており、これまでの取組の充実を図るとともに、下記のような事項を考慮しながら、PDCAサイクルに沿った医療と介護の連携推進に
努めていく。
  1 在宅医療と介護連携の現状分析・課題抽出・施策立案
  2 関係者の連携支援（相談支援・認知症対応・在宅での看取りや入退院時の情報共有支援・情報共有ツール活用）
  3 多職種協働連携研修（多職種参加の地域ケア会議）
  4 在宅医療・介護連携に関する地域住民への普及啓発（看取りに関する講演会やシンポジウム等の開催・パンフレット配布・広報掲載
等）
  5 対応策の評価の実施
  6 医療と介護の切れ目のない提供体制構築
・また、看取りに関する取組や、認知症への対応力を強化していく観点から、医療と介護の連携の強化を図り、地域包括ケアシステムの
構築を進めていく。
・今後、高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施を進めるに当たり、フレイルのおそれのある高齢者支援において、医療（かかりつ
け医等）と介護との間で、通いの場への参加勧奨や事業内容全体等への助言などについて積極的な連携・課題の共有を行っていく。

市町村名 「在宅医療・介護連携推進事業」の実施内容等について

夕張市
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（２）高齢者の住まいの確保

R2～R7

老人福祉施設入所措置 31名（令和7年11月30日現在）

高齢者専用住宅の整備 69戸を維持

継続

南幌町 Ｈ30～R7
特別養護老人ホーム（70床）、グループホーム（45床）、サー
ビス付き高齢者住宅（12床）、シルバーハウジング（20床）

継続

H30～H31
現状高齢者施設数を維持
公営住宅5軒の建て替え予定

H31年度に１棟５戸の着工、R2年6月完成

三笠市 Ｈ30～R7
養護老人ホームや有料老人ホーム及びサ高住等への住ま
い方選択を支援し、住み慣れた地域で生活する。

高齢者世話付き住宅生活援助員派遣
入居者の安否確認、生活支援、相談業務、緊急時の対応等を提
供。実施数 3,118回/年（令和7年11月30日現在）

栗山町 R7

高齢者の住まいの（施設等）の維持
・認知症対応型共同生活介護（3か所）
・介護老人福祉施設（1か所）
・地域密着型介護老人福祉施設（1か所）
・介護老人保健施設（1か所）
・特定施設入居者生活介護（3か所）
・養護老人ホーム（1か所）
・サービス付き高齢者向け住宅（1か所）

継続

由仁町 H29～R7
特別養護老人ホーム（27床+70床）、グループホーム（18床）、
軽費老人ホーム（50床）

高齢者が住み慣れた地域で、介護や日常生活への支援が必
要となっても安心して暮らせるよう支援する。

・「介護保険サービス事業所ガイドブック2024」に掲載されている
入所施設を含めた市内の介護サービス事業所等の情報提供を
行い活用した。
※ガイドブックは2年に1度作成。

市町村名
取　組　目　標

取組目標に対する達成状況
年次 内　　　容

夕張市 R3～R7

市内における高齢者の住まい（施設等）の維持
　養護老人ホーム（1か所）、特別養護老人ホーム（1か所）
　介護医療院（1か所）、軽費老人ホーム（1か所）
　サービス付き高齢者向け住宅（1か所）
　グループホーム（3か所）

継続

岩見沢市 R6～R8

継続

公営住宅建て替え

R2年度　1棟8戸着工、R3完成
R3年度　1棟6戸着工、R4年2月完成
R4年度　1棟6戸着工、R5年2月完成）
R6年度　1棟6戸着工、R6年2月完成予定
R7年度　1棟6戸着工、R7年2月完成予定

特別養護老人ホーム2か所（110床）、介護老人保健施設１か
所（70床）、養護老人ホーム１か所（50床）の維持、養護老人
ホームの空床を利用した契約入所の活用

R6～R10
施設及び入所定員は維持されているが、町の人口減少に伴い、
どの施設も満床を維持するのが難しくなり、経営への影響も懸念
される。

長沼町

月形町

美唄市 R7
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（３）その他医療・介護従事者の確保等

由仁町

修学資金の貸付け（月額上限8万円、貸付期間分を市
立美唄病院で勤務された方は償還免除）

新卒看護職員の就業確保

看護師等

医師

助産師、看護師等
修学資金の貸付（月額～助産師10万円、看護師6万
円、准看護師2万円、貸付期間分を市立総合病院、市
立栗沢病院で勤務した場合は償還免除）

新卒看護職員等の確保

家庭医療後期研修会プログラムの認定（H29～）

医大生の実習受け入れ 将来的な医師確保

夕張市

南幌町 介護職員 近隣4町、関係機関との情報共有・連携 介護人材の育成及び確保

町立診療所のホームページを利用した総合診療医の
募集、在宅研修プログラム・研修施設の申請
研修医、医学生の実習受け入れ

総合診療医の確保
研修医の受入れにより将来の人材確保につなげる

医師
大学等への派遣依頼のほか、当院ホームページ、民
間エージェント等を活用した常勤医の募集を行ってい
る。

医師確保

介護福祉士及び介護職員初
任者研修修了者

町内介護事業所における介護人材の確保及び定着、
介護職員の資質の向上を目的とした、由仁町介護職
員人材確保推進事業の実施

在宅・施設における介護職員の人材確保

介護ボランティア
生活支援サービスの担い手となる生活支援ボランティ
アの活動を継続実施、地域での定着、拡大を図る

在宅・施設で活躍するボランティア人材の増加

介護福祉士 介護福祉学校の教育活動への協力 南空知地域で働く介護職の増加

介護職員
指定管理している介護事業所の介護人材を確保すべ
く、外国人技能実習生を招聘する手続きをしている

長沼町

看護師確保

介護職員を確保することで安定した介護事業所の
運営の継続

医療・介護職全般

看護師等 就学資金の貸付

総合事業において基準緩和サービスを設定し、市が
定めたカリキュラムの受講者も従事者となれる

看護師確保

医療技術職 院内保育室の運営、各学校に対する公募のＰＲ

中学生の職業体験学習への協力 南空知地域で働く医療・介護職の増加

看護補助員 院内保育室の運営、ハローワークなどへの公募のＰＲ 看護補助員確保

看護師等
修学資金の貸付け、院内保育室の運営、各学校に対
する公募のＰＲ

期待される効果等

看護師、准看護師、助産師、
保健師、理学療法士、作業療
法士、言語聴覚士、柔道整復
師、はり師、あん摩マッサージ
指圧師、歯科衛生士、臨床検
査技師、放射線技師、薬剤
師、介護福祉士、介護支援専
門員、社会福祉士、精神保健
福祉士、主任介護支援専門
員、管理栄養士　ほか

資格取得に係る講習受講料・受験料・登録料等に対
する補助（上限10万円　　補助率3/4～10/10）

地域人材の安定した就労及び定住促進

市町村名

看護師 看護学校の教育活動への協力 南空知地域で働く看護師の増加

母子家庭等高等職業訓練促進給付金
　資格取得を目指すひとり親に給付金支給
　（月額：非課税世帯10万円、課税世帯7万5百円、
　  最終学年はそれぞれ月額に４万円加算）
　（上限4年　返還不要）

看護職員、介護職員の人材確保

訪問介護事業所等における
従事者

訪問型サービス担い手養成研修
　簡易な訪問サービス（身体介護を含まない、調理、
　清掃等の生活支援）を提供できる人材養成

専門職の介護従事者の負担軽減を図るための
人材確保

介護従事者

医師

人材不足の解消

介護従事者の就業確保

医療技術職確保

将来の看護職員等の就業確保医療系大学、看護学校等の臨床実習の受け入れ

特定技能外国人の受入れ（介護施設が実施）

訪問介護事業所における従
事者

国、北海道への調整依頼、大学への派遣依頼、民間
病院への協力依頼、医師紹介企業からの情報収集、
院内保育室の運営など

医師確保

医師確保

中学・高校の学生を対象に職場体験実習の受け入れ 将来の看護職員等の就業確保

医師

看護師、介護福祉士等

対象職種 取　組　内　容

岩見沢市

三笠市

美唄市
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６　地域住民への広報活動

７　調整会議における協議等

（１）協議の状況

介護職員栗山町 町立介護福祉学校が開講する介護職員初任者研修
の受講料の助成

町内の介護事業所等が行う人材確保に要する経費の
一部を助成

介護人材の確保

H30～ 圏域内各市町
各市町で毎月発行する広報誌に構想内容の掲載を適宜依頼
し、住民に対し「地域医療構想」の周知を図る。

全住民市町広報誌

月形町

随時 HPでの掲載 南空知地域医療構想専門部会等の掲載

実施日 広報の種類 実施地域等 実　　施　　内　　容 対象人数・部数

社会福祉士、社会福祉士、介
護支援専門員等

町内の福祉施設に勤務している方、勤務を希望する
方の資格取得費用の一部を助成（対象経費の３分の
２、上限５万円）、介護福祉学校での町内福祉施設の
紹介（連携協定締結済み）

人材育成、不足する福祉施設職員の就業者の定
着、町内施設の雇用者の増加

町内の介護サービス事業所に従事する者のキャリア
アップのための介護資格取得研修の受講料及び教材
費の一部を助成

医師
大学への派遣依頼、医師紹介会社の利用と情報収集
等

医師確保

R8.3.17 親会・部会
地域医療構想推進シートの更新、公立
病院の建替の進捗状況等

・地域医療構想推進シートの更新の合意が得られた。
・公立病院等の整備計画及び進捗状況について共有した。

開催日 親会・部会の別 協議・報告事項 協 議 等 の 結 果

R4.8.23 親会・部会（書面）
地域医療構想等に関する国の動き、道
の取組、道の各種支援事業、具体的な
取組事例、医師の働き方改革等の説明

・地域医療構想の実現に向けた基本的な考え方、対応方策等について共
有
・医師の働き方改革の取組みについて共有

R4.9.2 部会（書面）
重点支援区域対象施設の今後の役割・
機能等と地域医療構想との整合性の検
討・協議

・岩見沢市新病院建設基本計画案に係る意見を取りまとめ、地域医療構想
との整合性が図られている旨の意見を岩見沢市に報告

R5.3.28 親会・部会

「重点課題」の取組状況、重点支援区域
対象施設及び各医療機関の検討状況、
意向調査結果、次期公立病院プランの
検討状況の共有、地域医療構想推進
シートの更新

・地域医療構想推進シートの更新の合意が得られた。
・公立病院等の整備計画及び公立病院経営強化プランと南空知区域地域
医療構想との整合性について合意が得られた。

R5.9.7 親会・部会
地域医療構想等に関する国の動き、道
の取組、道の各種支援事業、具体的な
取組事例、医師の働き方改革等の説明

・地域医療構想の実現に向けた基本的な考え方、対応方策等について共
有
・医師の働き方改革の取組みについて共有

R7.3.25

R7.12.1

親会・部会

親会・部会（書面）

地域医療構想推進シートの更新、公立
病院の建替の進捗状況等

給付金申請の共有

・地域医療構想推進シートの更新の合意が得られた。
・公立病院等の整備計画及び、公立病院経営強化プランの進捗状況等に
ついての合意が得られた。

・病床機能再編支援事業計画（給付金申請）について合意が得られた。

R6.3.28 親会・部会
地域医療構想推進シートの更新、公立
病院の建替、次期公立病院経営強化プ
ランの策定状況の共有

・地域医療構想推進シートの更新の合意が得られた。
・公立病院等の整備計画及び公立病院経営強化プランと南空知区域地域
医療構想との整合性について合意が得られた。

親会・部会（書面） 岩見沢新病院に係る施設規模の見直し ・岩見沢新病院に係る施設規模の見直しについて合意が得られた。

親会・部会（書面） 給付金申請の共有 ・病床機能再編支援事業計画（給付金申請）について合意が得られた。

R6.7.21

R6.11.14

親会・部会
地域医療構想等に関する国の動き、道
の取組、道の各種支援事業、具体的な
取組事例、医師の働き方改革等の説明

・地域医療構想の実現に向けた基本的な考え方、対応方策等について共
有
・医師の働き方改革の取組みについて共有

R7.10.10
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（２）「公立病院経営強化プラン」の進捗状況

病　　　院　　　名 プランの概要（地域医療構想関係） プランの進捗状況

岩見沢市立総合病院

2. 経営強化に向けた取組み
(1) 役割・機能の最適化と連携の強化
ア 地域医療構想を踏まえた総合病院の果たす
べき役割・機能
　総合病院では南空知医療圏における地域セ
ンター病院として救急医療や急性期医療のみ
ならず、小児・周産期医療や精神医療、人工透
析などの専門医療にも引き続き対応していくと
ともに、災害拠点病院や第二種感染症指定医
療機関としての役割も果たしていきます。
　また、人口減少下における急性期機能の維
持・強化を図るため、労災病院との統合を前提
とした新病院の整備を着実に進めていきます。
　精神医療については、近隣の医療機関等と
の連携のもと、身体合併症などの救急搬送患
者や医療資源投入量の多い急性期患者への
対応を強化します。また、2022（令和4）年4月に
設置した「精神医療センター」において、多職種
による連携のもと、外来診療や作業療法、デイ
ケア、訪問看護や相談支援など、患者の回復
に向けたシームレスな治療の提供を行っていき
ます。

・令和６年３月策定→令和７年８月改訂
・北海道中央労災病院との早期経営統合の進捗及び新病院整備の施設規
模見直しなどによるプラン改定を実施
・点検・評価を毎年度実施することとし、経営指標に係る数値目標を11項
目、医療機能等指標に係る数値目標を4項目設定
・令和６年度決算に基づく点検・評価を行い、公表を予定している

市立三笠総合病院

1　役割・機能の最適化と連携の強化
2　医師・看護師等の確保と働き方改革
3　経営形態の見直し
4　新興感染症の感染拡大時に備えた平時から
　の取組
5　施設・整備の最適化
6　経営の効率化等現在

　地域医療構想を踏まえ、現在の許可病床数１９９床（急性期５７床、休棟
中３４床、慢性期４３床、精神６５床）を令和７年３月に８８床（急性期３１床、
回復期１４床、慢性期４３床）に削減を行いました。
　 地域住民が住み慣れた地域や自宅で安心して暮らしていけるよう、令和
７年４月から通所リハビリテーション事業を開始しており、今後も在宅生活
における運動機能訓練などを行うことで、市民の生活機能の向上を図りま
す。
　 若手医師の確保として、大学病院の卒後研修プログラムの研修準備施
設として、令和７年度から皮膚科専門医を養成する臨床研修医の受け入れ
を行う予定となっています。
　 新病院の建設に向けて、現在、実施設計を行っており、施設だけでなく設
備や医療機器についても、建て替えを見据えた更新やメンテナンスを行い
ながら使用することを基本として施設の維持管理に努めます。
　新病院の整備にあたっては、患者や職員の動線などを踏まえた施設等の
規模や機能の効率化を図り、利便性の向上と整備費や維持管理費の抑制
に取り組んでいます。

国民健康保険町立南幌病院

1　役割・機能の最適化と連携の強化
　→地域医療構想を踏まえ、全病床を地域包
括ケア病床に転換（R2）、保健・医療・福祉の地
域連携を図りながら、町内唯一の救急医療維
持。
2　医師・看護師等の確保と働き方改革
3　経営形態の見直し
4　新興感染症の感染拡大時に備えた平時から
　の取組
5　施設・整備の最適化
6　経営の効率化等

・令和５年３月策定
・令和６年９月　令和５年度の評価結果をホームページで公表
・令和７年10月　令和５年度の評価結果をホームページで公表

岩見沢市立栗沢病院

2. 経営強化に向けた取組み
(1) 役割・機能の最適化と連携の強化
ア 地域医療構想を踏まえた総合病院の果たす
べき役割・機能
　栗沢病院は、南空知医療圏において急性期
の治療を終えた患者の受け皿として慢性期を
中心とした医療を提供する役割を担います。総
合病院や地域のかかりつけ医・医療機関と連
携しながら、急性期治療をを終えた患者の受入
れや在宅・施設へのシームレスな復帰を促す
機能を担います。

・令和６年３月策定済み
・点検・評価を毎年度実施することとし、経営指標に係る数値目標を11項
目、医療機能等指標に係る数値目標を2項目設定
・令和６年度決算に基づく点検・評価を行い、公表を予定している

市立美唄病院

1　役割・機能の最適化と連携の強化
　→回復期を中心に在宅復帰に向けた医療を
　　目指します。また新病院（R6)では、５年ごと
　　に規模・機能の見直しも行い、地域のなかで
　　役割分担を図ります。
2　医師・看護師等の確保と働き方改革
3　経営形態の見直し
4　新興感染症の感染拡大時に備えた平時から
　の取組
5　施設・整備の最適化
6　経営の効率化等

令和７年10月経営強化プラン点検・評価を行う
1.役割・機能の最適化と連携の強化
　地域包括ケア病床増加、リハビリ設備充実、訪問リハビリ試験実施による
　回復期・在宅医療の強化・救急専門医の確保および基幹病院（岩見沢・
　砂川）との医療連携推進
2.医師・看護師等の確保と働き方改革
　常勤総合診療医２名や看護師等を採用し、研修医募集を開始・勤怠管理
　システム導入とタスクシフト（臨床工学士の穿刺業務等）の推進
3 経営形態の見直し
　令和６年４月地方公営企業法の全部適用へ移行
4 新興感染症の拡大時等に備えた平時からの取組
　新病院移転（令和６年５月）に伴い、。動線の異なる発熱外来、陰圧室、
換
　気システムの導入
5 施設・整備の最適化
   新病院における外来・病棟の動線改善と療養環境の向上・再来受付シス
　テム新調。救急マイナ受付対応などデジタル化の推進
6 経営の効率化等
　委託業務（医事・収納等）の直営化による体制向上と軽費削減・物価高騰
　等による収支目標未達の課題に対し、専門家助言を活用した経営健全化
　を推進

　(点検・評価について、病院ホームページで公表)
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（３）「公的医療機関等２０２５プラン」の進捗状況

（４）二次医療圏を越えた広域的な協議

（５）圏域内のすべての医療機関（病院及び有床診療所）の参画又は情報共有に係る取組

（６）病床機能報告制度に係る取組

町立長沼病院

　医師の招聘を継続しつつ、現在の稼働病床６
０床を令和８年度中に１９床とし。有床の診療所
とすることで収支の改善を図り、以って持続可
能な地域医療提供体制を確保する。

当院では、経営強化プランに基づき、収支改　善を図るため、これまで以上
に人的委託の範囲を見直すとともに、簡易修繕等の内製化を推進し、支出
の圧縮に取り組んできた。
また、令和８年度中の診療所化に向け、町民の理解を得るため、来院者へ
のデジタルサイネージによる周知を実施するとともに、昨年末には複数回
のオープンミィーテングを開催し、持続可能な地域医療提供体制を構築す
るためには診療所化が不可欠であることを説明し、住民の不安解消に努め
た。議会との情報共有を進め、一定の住民理解を得てきていると判断して
いることから、令和８年度上期に条例案を上程し、診療所への転換を目指
すものである。

国民健康保険月形町立病院

　南空知区域地域医療構想では①病床機能の
分化及び連携の推進、②在宅医療の充実、③
医療従事者の確保・養成が必要であるとされて
いる中、当院の役割・機能を果たすため、地域
密着型病院としてかかりつけ医・救急対応など
地域住民の医療需要に答えながら、地域包括
ケアシステムの中心的役割を担い、医療と介護
の連携を図りながら地域医療の向上に努めて
いくことを掲げています。
そこで、本町のこれからの人口動態を考慮し、
地域住民の医療需要に対応するべく、R6年5よ
り病床機能を変更しました。また、病院経営の
安定化を進めます。

　令和6年4月、令和7年4月に常勤医師の増員を行い、常勤医３人とし診療
体制の充実を図りました。
　経営状況については、病床利用率は令和６年度は目標を若干下回りまし
たが、令和７年度は目標を達成できる見込となっております。全体的には医
業収益は伸びてはいるものの、人件費や物件費も伸びており、経営の効率
化に取り組む必要がありますが、収支的には目標達成可能な範囲で推移
しております。
　今後の地域包括システムを踏まえた、地域住民への医療需要に応える体
制を構築していく計画を着実に進めております。より一層、地域に根ざした
病院経営を進めます。

独立行政法人労働者健康安
全機構　北海道中央労災病
院

　少子高齢化が進む当地において、急性期医
療だけではなく、回復期の患者を積極的に受け
入れ、退院後訪問による継続看護の強化にも
取り組んでいきます。
　診療機能については、医師確保の状況等に
よりますが、岩見沢市立総合病院との統合ま
で、可能な限り維持するよう努めます。

　令和元年10月に当院循環器科と近隣の消防署（岩見沢・美唄・夕張消防
署など）との間で設置している直通電話（循環器科ホットライン）を維持する
ことで、当該地域における心臓疾患の救急対応を支えている。
　地域包括ケア病棟入院料１の施設基準を継続し、サブアキュートやレス
パイトの受入を行うことで、当該地域の地域包括ケアシステムに協力してい
ます。
　令和3年7月に岩見沢市立総合病院と統合による基本合意書を締結し、
地域医療の再構築と急性期機能の維持・強化を目的に、令和６年７月に変
更確認書を締結して令和８年4月からの早期経営統合が決定しましたが、
可能な限り診療機能の維持に務めています。

独立行政法人労働者健康安
全機構　せき損センター

　政策医療であるせき損医療に特化した、北海
道全域をカバーする医療施設として、受傷直後
から手術、リハビリテーション、社会復帰に至る
までの高度専門かつ最先端のせき損医療を提
供するため、病床数、病床機能及びせき損医
療以外については見直していく必要がある。

　政策医療であるせき損医療に特化した、北海道全域をカバーする医療施
設として、受傷直後から手術、リハビリテーション、社会復帰に至るまでの
高度専門かつ最先端のせき損医療を提供するため、合併症、患者搬送及
び再生医療への対応等の課題を解決する方策として札幌近郊への移転
（時期未定）を検討している。せき損医療に特化した、特定の病床等に係る
特例（法三十条の三十二の二）の特殊なリハビリテーション及び救急医療
で特に専門性の高い病床を計画。移転後のせき損医療以外については、
可能な限り、南空知医療圏の診療機能維持に協力することとしている。

病　　　院　　　名 プランの概要 プランの進捗状況

栗山赤十字病院

町内唯一の公的医療機関として、入院機能・診
療科等は当面現状を維持していくこととします。
救急医療を担っている等地域の中核的医療機
関であることから、急性期病棟の維持は必要と
考えいますが、栗山町と連携のうえ、地域の医
療需要に見合った診療体制を構築していきま
す。

　本年１０月に新病院が竣工し、11月4日新病院での診療を開始していま
す。今後も急性期医療を担うとともに、療養病床は廃止しましたが、地域
ニーズに沿って、一般病床の一部を地域包括ケア病床へ転換しました。
　また、令和５年に開設した訪問看護ステーションは、本年から24時間体制
で稼働しています。
　令和８年１月からは、栗山町からの要請により、栗山町継立地区のクリ
ニックが閉院したことから、当該地区での巡回診療を開始し、患者の利便
性を高めています。

区　              分 対　　応　　内　　容

開催日 協議の相手方 協　　議　　事　　項 協　議　の　結　果

なし

区　              分 目　　的　　等 調整会議への報告、議論の状況

未報告医療機関の解消
医療法に基づく報告義務に関す
る周知

未報告なし

調整会議（親会・部会）に参加
調整会議に参加していない（委員となっていない）一般病床・療養病床を有する医療機関に対し、関係医療機関とし
ての立場での参加について案内する。

説明会の開催（情報共有）
毎年、各市町、郡市医師会、一般・療養病床を有する医療機関を対象に説明会を開催。今後、毎年開催する説明会
について全医療機関に情報提供する。

その他

病棟の医療機能（病床機能報告の
報告内容）の収れん

病棟の医療機能が毎年変化する
ことのないよう周知

該当なし

2025年に向けて、過剰な医療機能に
転換を予定する医療機関への対応

構想の推進に支障のある病床転
換を行わないよう周知

該当なし
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（７）地域で不足する外来医療機能の確保に係る取組

８　本年度の取組に関する評価（課題）及び今後の方向性

地域で不足する外来医療機
能の確保に係る取組

地域で不足する外来医療機能確保について、現状・課題を踏
まえた取組の方向性を定めています。

毎年度の進捗状況について、救急医療専門部会・在宅医
療専門部会での協議、調整会議の中で情報共有していく
必要があります。

地域で不足する外来医療機能

周産期医療

現状・課題

圏域内の出生数は年々減少しております。分娩可能な医
療機関は１病院で、地域周産期母子医療センターに認定
されている岩見沢市立総合病院では常勤医師１名、非常
勤医師１名、出張医１名配置されています。妊産婦の多
様なニーズに対応するため、助産師外来が実施されてい
ます。

区　　　　　　　分 評　価　（　課　題　） 今後の方向性

将来的に不足する医療機能
の確保

「高度急性期機能」・「回復期機能」の不足が見込まれます。

高度急性期機能については、今後、三次医療圏単位での
調整となります。回復期機能については、病床機能の転
換などについて引き続き協議検討を進める必要がありま
す。

取組状況

分娩のリスクに応じた医療が提供されるよう、地域周産期
母子医療センター産婦人科医師の複数配置を確保すると
ともに、ハイリスク分娩や急変時における対応として、総
合周産期センターとの連携を強化する必要があります。

在宅医療

要介護認定者や在宅等で医療的ケアの必要な患者が増
える一方、核家族化による家族等の介護力が低下してお
り、新たなサービス量の増加や地域包括ケアシステムで
不可欠な在宅医療を含む適切なサービス提供体制の整
備が求められています。

在宅医療を求める患者が住み慣れた地域で生活を送るこ
とができるよう在宅医療を提供できる医療機関や訪問看
護ステーションの充実に努め、医療機関では、地域医療
連携室の役割機能の充実や、市町で設置している医療と
介護連携相談窓口の円滑な運用など、在宅療養を推進
する窓口機能の充実に努めます。

初期救急医療

救急車の出動件数・搬送人員が年々増加傾向にあり、ま
た軽症者の休日夜間受診が二次救急を担う病院へ集中
しており、救急医療体制を将来に向け安定的に提供する
ため、各医療機関の役割分担を進める必要があります。

救急医療体制を将来に向けて安定的に提供するため、救
急医療専門部会等などで救急医療のあり方・体制の確保
などについて検討を進めるとともに、救急医療機関や救
急車の適切な利用を図るため、住民に対する一層の普及
啓発を進めます。

基金事業を紹介するなど、ネットワーク構築に向けた協議
を引き続き促進します。

病床機能報告制度に係る取
組

未報告の医療機関はありません。 引き続き調整会議において、情報を共有していきます。

二次医療圏を越えた広域的な
協議

現在のところ協議案件はありませんが、本圏域は札幌圏と中
空知圏に接しており、交通アクセスの良い位置関係にあるた
め、双方に受療動向がみられます。

将来の人口減少、医師・看護師不足を見据え、将来的に
は協力・連携関係構築に向けて、役割分担等の情報共有
が必要になると思われます。

全医療機関参加型の調整会
議の運営等

病院は、中心的病院・病院協会等の各団体から推薦を受け
た病院からの参加となっていますが、有床診療所について
は、全有床診療所の参加とはなっていません。

関係医療機関の立場からの会議参加を案内し、一般病
床・療養病床を有する全医療機関参加型の調整会議を目
指します。

公立病院経営強化プランの進
捗

圏域内７か所の全ての公立病院で、令和６年３月に作成済み
となっています。

毎年度の進捗状況について、調整会議の中で情報共有し
ていく必要があります。

公的医療機関等２０２５プラン
の進捗

圏域内の３か所全ての公的病院で、平成29年12月に作成済
みとなっています。

毎年度の進捗状況について、調整会議の中で情報共有し
ていく必要があります。

地域における取組
（高齢者の住まいの確保等）

各市町の第８期介護保険事業計画において、高齢者の住ま
いの確保等について計画されています。

進捗状況について、調整会議においても把握していく必
要があります。

地域住民への広報活動
ホームページへの掲載、関係機関の窓口へのパンフレット配
布を行っています。

各市町広報誌への掲載について、依頼します。

非稼働病床（病棟）への対応
非稼働病床数は、H30から減少していましたが、R3から微増
し、R5は減少しましたが、R7はやや増加しております。

調整会議においても情報を共有し、対応について必要に
応じ協議する必要があります。

在宅医療等の確保
訪問診療、訪問看護について、患者数などの詳細は十分把
握できていませんが、新型コロナウイルス感染症の拡がりの
中では、自宅や施設等での看取りが増えています。

実際に訪問診療を実施している医療機関数、患者数の把
握方法について検討するとともに、基金事業の紹介など、
在宅医療の確保について検討協議を進める必要がありま
す。

医療機関の再編統合等 圏域内で、具体的な再編統合等の取組みが始まりました。
圏域の課題（二次救急や重症患者への対応など「急性期
機能の維持・強化」）も踏まえた検討協議が引き続き進め
られていく必要があります。

ＩＣＴを活用した地域医療情報
連携ネットワークの構築

圏域内の一部地域において、ネットワークの運用が進められ
ております。
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